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　　The anisotropy of the Ebbinghaus angle illusion was investigated experimentally. The

passive influences of the test lines (short lines) and the active influences of the long lines were

examined independently by comparing the right angle figure with the left angle figure (the test

lines or the long lines of both figures were the same in the direction) when the orientations of

the figures were varied in Siχteen steps; clockwise from Ｏ°(vertical) to 337.5°. Fourteen univer-

sity students estimated the apparent angles of the test lines. The magnitudes of the angle

illusions were minimum when the test lines were oriented in the vertical or horizontal direction,

ａr!dwere maximum when the tりstlines:or the long lines were placed 45°from the main direction.

Both influences were greater in the oblique directions (45°from the main axes) than in the main

directions. The anisotropy of this illusion is caused by the combination of both influences.

Key words: illusion, Ebbinghaus angle illusion, anisotropy, orientation detectors, lateral
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108

Figure 1-Aはヱビングハウノス角度錯班図形であ乱ﾉﾉこ=1･

交差七ているく主線(短線)……め･,万一･客.観的には延長上にあ:る]誹

角の内側に位置している:ように見える(主線．胴線め=用宙

o)，盛永才(1932)十は√交点を中心/にしてこめ図形を種

方性を発見した．主線の方向=が√ﾚ垂直水平方向よ町ﾌﾟ

副線の方向も，垂直水平方向よくりTも斜め方向にあるごぽ=

彼等の実験は√明確に統制条件を設定していないめ]々∠

ングノフヽウス角度錯視jに対する主線の方向や副

されていない．本論は√統制条件を設定七,＞主線の

うに実験計画=七て，主線あるいは副線が垂直水平

性が生起する=のかを検討実験した.ニ＼　　　レ

Ｃ

　　　　　十　　　………←一二讐二二

　　　　Figure 2. Blakemoreたちの角度錯;

角度錯視は∠角度を7なす陽本り線分(Figure

制により生起するというBlakemoreにＣ如p叫加r8

(1973)の考えに従うと=,･ト･主丿線と副線に応答すjる方

線と副線は,入相互に影響し合い,＼影響され合う:と.考史ちれ

量を測定する場合，主線の，]副線からめ側抑制四受付易=与=

被影響性と，副線のに主線に対して側抑制＼を及ばす程度］

影響性の組み合わせによ=り:錯視量は決定されるこｊ

線の被影響性の大きさや副線の影響性の大きさが，

可能性がある．浜口(1997)△は√Blakemore et･砿j……(.=1:97(

(今井, 1984)

l線二(:長線):と鋭角に

点は，ﾚ主=観白勺j6こ日

工=石大大橘)=･/｡盛永(193

グヘヴス角度錯視の異

錯視量が大きﾆぐ√また，

)とを発見したのである。

町にく十ぐにまた,＼エビ

きる=ﾉよﾚう∧に条件が設定

を独立に分析できるよ

ﾚるﾚかによトりし√なぜ異方

検=出器間の側抑

tｅｒに&Blakemore

うL……=す･な･わち，し主

y方向変位jにより錯視

;……:jす な わち，主線の

矢∧すなれち，く副線の

ﾉな方向に傾けると，主

かﾚうﾉ異方性が生起する

め基線ニ（:base line)を，
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Ｏ°（水平), 22.5≒45°, 67.5≒90°（垂直）に設定した場合の角度錯視実験を行った．基線の方

向が垂直方向や水平方向より斜め方向の方が錯視量は大きく，異方性が観察された．この結果は，

基線の被影響性の異方性の存在を予測させる．また，浜口(1998)は，一本の斜線よりなる変形ミュ

ラー・リヤー錯視図形を用い，ＭＬ主線が水平方向の場合と斜め方向の場合との斜線挟角の角度錯

視実験を行うた．ＭＬ主線が水平方向より斜め方向=の方が錯視量は大ぎぐ，異方性が観察された

この結果は，ＭＬ主線の影響性の異方性の存在を予測させる．　　　　　十

　浜口のごの二つの実験は，角度錯視における線分の影響性や被影響性を完全に独立して測定でき

るようには実験計画されていない．本論は，主線の被影響性及び副線の影響性を完全に独立七て測

定できるように実験計画した．主線ど副線のなす交差角度が22.5°である右角図形（主線が副線よ

り時計回り側にある）と左角図形（同反対側）をレ交点を中心にして22.5°ステップで回転させる

（盛永等に倣って√時計の12時の方向をＯ°とし，時計回転で方向を記述する）しとする．副線の方向

が同じである（例えば67.5°）右角図形にの場合主線の方向は90≒Figure 3 一八がこれに当たる）

と左角図形（同45≒同Figure 3-Ｂ）の錯視量を比較し差を求めると,ﾄ両図形の副線の方向は伺

じであるので，副線の影響性は相殺され，両図形の主線の被影響性の差のみが得られる．もし，左

角図形の錯視量が大きければ，主線の被影響性は45°の方が90°より大きいことになり，異方性が量

的に明らかになる．また，主線の方向が同じであづる（例えば67.5°）右角図形（この場合副線の方

向は45°）と左角図形（伺90°）の錯視量を比較し差を求めると，両図形の主線の方向は同じである

ので，主線の被影響性は相殺され，両図形の副線の影響吐の差のみが得られる．もし√右角図形の

錯視量が大きければ，副線の影響性は45°の方が90°より大きいことになりレ異方性が量的に明らか

になる．

　本論は，上述の右角図形と左角図形を00 C°ステップで,十それぞれ１回転（360°）さすること

により，主線が垂直水平方向と斜め方向に位置するときの被影響性の比較（O°対45≒45°対90≒

90°対135°, 135°対180≒180°対225≒225°対270≒270°対315≒315°対O°）（以下において45≒

135≒225≒315°を斜め45°方向と総称する）と，副線が垂直水平方向と斜め方向に位置するとき

め影響性の比較（比較する方向角度対は被影響性と同じ）を行いレ浜口の二つ実験結果より，次の

二つ仮説を立ててエビングハウス角度錯視の異方性を，主線の被影響性の異方性と副線の影響性の

異方性の両面から実験的に検討する．

仮説　１

仮説　２

　主線の被影響性は，主線が垂直水平方向より斜め45°方向にある方が大きいという

異方性が観察される．

　副線の影響性は，副線が垂直水平方向より斜め45°方向にある方が大きいという異

方性が観察される．

　もし，この二つの仮説を支持する実験結果が得られたならば，盛永等の発見したエピングハウス

角度錯視の異方性は，主線の被影響性の異方性と副線の影響性の異方性の組み合わせにより生起す

ることになる．

方 法

　被験者　大学生14名（男４・女10）が本実験に参加した．全員正常視力かあるいは正常視力に矯

正されていた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
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　剌　激▽刺激図形は,∧標準刺激図形と比較刺激

晶ディスプレイ（横19.2cm X縦12.0cm卜に白いド

の距離で観察されたレこのようなドjﾂﾙﾄ図形の場合↓･……万.,ド.:ﾗ=.=ﾄ･=

60cmぐらいの観察距離でば，犬ドツ……卜が垂直や水平に配列さ=:=わ

では＼なく，直線とﾉして自然に知覚されるが√斜めに

される(Figureし3参照）.犬しかし，先行しで行らﾉた

験とドット群直線による錯視実験とでほぼ同じよう･

はほどんど無いもくのとしてドッ下図形を用いること]に

は, 640ドッ･ﾄ×400ドヅトの1ディスプレイ＼上におけるくも
■.wly　---・　r　■　　･･’　　:・　.　　･一一・　　.・　　・　　･一一　・.

しかし,しｎドヅトの長さは,∧0.3mmのri倍に等しいﾄ,｡j……=まjだj，

柁≒9801NA40/Cめ液

二………

I

jl･:r

よj,二万……ご:.くJ･僅
･力ヽなので，

ヶ=jド

I

･
.し

丿下ｹ群直線として知覚

る錯視実

=↓ﾌ……=.:両.者間1こ機能的こな違い

以下の図形に関する記述

ﾌﾞ=ﾄ万単位で記述する．

ﾚを/ＸヶＴ座標のご原点と
W゛V -″ﾊﾟ･･｀'｀･'１　'-ｗ-．'‾ｊ　‾-=．　　　・　■■=　　ｗ　　　･．･　･･　ａ　・　　　・　・・

するめでにＹは下方を十として記述する．……………ﾚj=).＼jくj･=……………:ﾉ………ﾉ………万………二……/j/j…………=………∧ﾉ∧………=1………万……

I

:･ﾚ:………

…にyJj.　‥

　標準刺激図形は, Table 1とTable 2 <D条件欄に示………さくれず卜石ﾉよﾉう………:=な,に1==:j実,験万条件車り万激図形と統|

条件併激図形よﾚりなる√実験条件刺激図形は,|主線宍と副線宍と=前号ﾚれぞれめ車点仁:おjy=八万22.5°で交

差する=．右角図形は主線が訓線の時計回ｹﾞり側にあり↓]ﾉ万左万角丿図形jによ1:主線が副線め反時計回町側にある．

主線と副線の長さは69下ッ士と2叩ドプトである=レ主線ぱ垂直上方封土狂丿〉の状態かくら√時針方向

:r.tmc.剛輝ワ玖ＣりヽＷＩノ目一乙八八/lノＩい4ノ･az●　･岬５９７一回

に22.5°ステップで，点(320√200)ﾄをヰ1ふにパ).゜･, 22･.･L==j.･.･59.･.:↓.万･..･･j･ﾉ1･

5≒180≒202.5°, 225≒247.5≒ト270≒∇292.5≒………鉦ﾀﾞI,ﾚ……:3c

験条件剌激図形は，右角図形16種と左角図形16種にな=]るノ,Jノjこ万。

≒………112.5°,135°, 157.

世ちれるレよづて,＼実

加よ√R0000=とかL022

誰しか左角図形=(Ｌ)

Ａ

　　　　ら：主腺方向45°宍の左角図形実験用の実験条件刺iり

　　　　　被験者は主線の延長上近辺にある比較剰激図竟

　　　　うに調整した.犬　・．　･．・･･．　　　　･．．･ﾉ　　　＼

　比較刺激図形は，点（320ｙ200）犬を中心/として，:づ

系列は10°小さい角度から大きくしレ下降系列は10°j

2J2･.こ5=9.1の.左角ﾚ図形).

｀あ)る1.し右角図形と左

アルプケペヅトの大

jよ=づ=亡表したづC022

線上に位置す/るよ

眉転する点（=上昇

二であるレ刺激図形
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の一例をFigure 3 -Ａ ･Ｂ に示した．　　し　　．．　・．･．　　　　　･．・　　　　　　．．･　　　　　．.

　手　続　半数の被験者は右角図形実験を先に行い√左角図形実験を後に行った．残り半数の被験

者はこの逆の順序で行ったレ被験者調整法（上昇系列２回・下降系列２回）が用いられ，この４回

の測定値の平均（以下においてPSE (Point of Subjective Equality)と記述する）を各被験者の

各条件の見掛けの方向とした．被験者は，標準刺激図形の主線の見掛けの延長上に来るように，比

較刺激図形の点を，右向きか左向きの矢印キーを押すことによって,ト調整するようにと告げられた．

左向きの矢印キーを押すと，点が反時計回転方向に移動し，右向きの矢印キヽ¬を押すとレ点が時計

回転方向に移動して，交点と点とを結ぶ角度が増減した．続いす被験者は，調整が完了したらスペー

スキーを２回押すようにと告げられたにこれにより１回の測定か終わjりソ比較刺激の角度が記録さ

れ，次の刺激図形が呈示された.犬一人の被験者に対して，各実験においてi28回＼（（16方/向実験条件

＋16方向統制条件卜×４ブロック）の測定を行った．刺激図形はランダムな順序で呈示された;二

人の被験者は,し右角図形実験と左角図形実験の二つの実験を受けたが，実験闘間隔は約/1時間以上

取られた．測定は被験者のペースで行われ，１実験当たりの所要時間はし人平均28分08秒（15分53

秒～48分08秒）であった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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Figure　4.へ横軸はエビングハウス角度錯視図形（右角図形）の統制条件刺激図形と実験条件刺激図形を時計

　回転方向に22.5°ステップで垂直方向（Ｏ°）から337.5°まで回転させた場合の図形の傾きを表す．六丿XIよよﾋ較

　刺激図形である．左側の縦軸は統制条件と実験条件の偏向量を表し，右側の縦軸は錯視量を表す，エビング

　ハウス角度錯視は90°を周期とした異方性を示しているレ

　　偏向量:PSB - POE　　　　　　　ト　　　　ト　＼　　　犬　　　　　　　　　　　　　　……

　　錯視量：（（実験条件の偏向量）－（統制条件の偏向量））の絶対値
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　統制条件のＰＳＥ(以下において統糾条件のＰＳＥを:㈹恥ﾉとj1言に=述ｻﾞが万:石j,)万宍丿万:万1,=と万:=;万にに1そ=坏

Objective Equality)∧との差旁求砂,……ＰＱＥからり統制

において実験条件のＰＳＥをP庇6と記述する)＼に対ﾚし浅

験条件の偏向量としたト偏向量が十の場合は時計回転

方向への偏向である.y＼なお，右角図形実験/と左角丿図形

が，各実験を独立したものと取り扱い･,▽実,験別回に統制

れぞれ対応する実験条件め偏向量と:統制条件の偏向量

( I PSEe二PSEc卜ど同じであ毎)上右角図形実験の薪t

ラフで表し砿＼同様に,＼左角図形実験め結果をＴａｂ如ｿ

でな=ぐ副線と取:り〕違えた.ニこれらに該当すｿる

を除いて･,レ被,験者13人として計算した.………
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ビングハウス角度錯視は，主線が垂直水平方向より斜め方向にあるほうが大きいという異方性を示

した．盛永等(1930, 1932)は統制条件を設定せず，実験条件の偏向量を錯視量としているので，

本論の実験条件の偏向量の結果をもって彼等の結果（彼等の用いた主線と副線が30°で交差する図

形の場合）と比較すると，本論の結果と彼等の結果とは，よく似た傾向を示した．このように，本

論は彼等の追実験をも兼ねているが，本論の主たる目的は，主線あるいは副線が垂直水平方向にあ

るか，斜め方向にあるかにより，なぜ，エビングハウス角度錯視の異方性が生起するかを検討する

ことであった．そのため，二つの仮説が立てられた.　　　　　　‥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Figure　6●　エビッグハウス角度錯
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の偏向量を錯視量としている実験と同様に√主線や副線が垂直水平方向より斜め方向にある方が錯

視量が大きいという異方性が観察されている．盛永等は，図形を30°ステップで回転させているの

で，錯視量の最大値は，主線も副線も垂直水平方向より30°傾いた方向にあり，主線の効果と副線

の効果を独立に分析できない．本論は，統制条件が設定されているので,ﾆFigure 4とFigure 5の

90°周期のエビングハウス角度錯視の異方性のグラブは，直接正味の錯視量を表しており，主線と

副締が22.5°で交差する図形を22ぷステップで回転させているので,犬視察により主線の効果と副線

の効果を分析的に考察できるレ本論の結果も90°周期の異方性を示していて盛永等の結果とよく似

ているが，さらに本論の結果は，主線の方向が斜め4ｙにおいて最大の錯視量を示しているのが８

か所中４か所であり（右角図形では４か所中１か所，左角図形では4か所中３か所），雨線の方向

が斜め45°において最大の錯視量を示しているのが残りの4か所（右角図形では４か所中３か所√左

角図形では４か所中１か所）であることを示し七万いる．このように√本論の結果は，盛永等の結果

Table l.エビングハウス角度錯視図形（右角図形）の各実験条件の偏向量とその対応する統制条件の偏向量，

　及びその錯視量と乙検定（14人の平均）

　　偏向量:PSE-POE　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　錯視量：（（実験条件の偏向量）－（統制条件の偏向量））の絶対値　　　　　　　＼　　　　　／

　　Ｒ：右角を意味する．例えば, R0450は主線方向45°の右角エビングハウス角度錯視図形

　　Ｃ：統制を意味する．例えば, C0450はR0450の統制条件刺激図形（主線のみ）　ト　　　゛

　　　（偏向量と錯視量は四捨五人前の値で計算）（注１ ：Ｓ１を除いて計算）　　　　　　　　　　　／

統制

条件

C0000　・

　　　　　　｜

C0225

　　　　　　/

C0450

　　　　　/

C0675 C0900

　　　　四　●

C1125 C1350　＼ C1575　X

偏向量 -0.15 -0.89 -0.15 1.10 0.19 -0.08 -0.20 0.17

実験

条件

R0000　χ R0225　t･ R0450
/
， R0675
　　　　/

R0900

　　　/●

R1125

　　　‾｀乙

R1350
　　　へ

R1575 χ

偏向量 1.41 1.76 4.25 4.66 1.28 1.45 2.86" 3.70

錯視量 1.56 2.64 4.40 3.56 1.10 1.53 3.11" 3.54

乙検定 乙=6.65　** t=6.78　** 乙=9.00　** i=10.14 ** i=4.47　** 乙=4.86　** 乙=6.301）＊＊ i=9.41　**

統制

条件

C1800　1 C2025　/ C2250　z C2475

　　　　　./

C2700

　　　　　－〃
C2925 C3150　、

　　　　　　＼

C3375　、

　　　　　　χ

偏向量 -0.20 0.52 0.99 0.92 -0.41 -0.29 0.30 0.26

実験

条件

R1800　χ R2025　1 R2250　/ R2475
　　　　ノ

R2700
　　　－/

R2925

　　　　-｀W－

R3150、

　　　　へ

R3375　・
　　　　＼

偏向量 1.38 2.99 4.84 4.82 0.95 2.49 4.37 4.73

錯視量 1.58 2.47 3.86 3.90 1.36 2.78 4.07 4.47

乙検定 乙=7.37　** i=12.88 ** 乙=9.33　** 乙=14.03** t=7.19　** 乙=6.97　** i=8.76　** 乙=10.45**

*p<.05　　＊＊ｐく.01

よりも，主線の方向と副線の方向の両方が，エビングパウス角度錯視の異方性に関係していること

を明確に表している.ニFigure 6は，再ピンクハウス角度錯視に及ぼす主線の被影響性を独立に取

り出し, Figure 7はエビングパウス角度錯視に及ぼす副線の影響性を独立に取り出して, Figure 4

とFigure 5の上述の視察を定量的に証明している．

　盛永等(1930, 1932)は，また，それらの実験で，異方性の最小値が，主線が垂直水平方向にあ

る場合にも，副線か垂直水平方向にある場合に払生起することを見い出している．しかし，本論
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のFigure 4とFigure 5〕の90r周期めヱビングノフヽヴス角度錯視4

生じでいるのは，全て主線が垂直水平方向にある場合寸あぷ↓

ており,十また被験者数も＼3人か４人なのヤ,∧本論め皿人四平声

う．本論で考察するトとレ最大値が生じでい:るﾛ)は√＼主.線･ﾂ

の場合と:が半々であるので，錯視量の最大値から:見巻と∠異)

と副線の影響性の割合とめ大小は判定しにぐいが,＼錯視量=の=j

方が副線の影響性よﾉり，＼異方性に及ぼす割合が大きトごノと＼がj

水平方向と斜め45°方向:との主線の被影響性の単純な差め平均

り見ると↓垂直水平方向jと斜め45°方向との副線の影響性ｹめ単

45°方向において：はレヱビンレグハウス角度錯視に及ぼす主線の

Table 2.エビングハウス角度錯視図形＼(左角図形卜の

及びその錯視量=と善検定ト(14大の平均)……………：ニ

　偏向量:ＰＳＥ二POE　　　＼　　＼　犬　　　上

　錯視量：((実験条件の偏向量)－(統制条件の偏向量))錯視量：（（実験条件の偏向量）－（統制条件の偏向量））の絶対値

Ｌ：左角を意味する．例えば, L0450は主線方向45°の左角エビングハウス角度錯視図形

Ｃ：統制を意味する．例えば, C0450はL0450の統制条件刺激図形（主線のみ）／

（偏向量と錯視量は四捨五人前の値で計算）（注１ ：Ｓ６を除いて計算，注２ ：Ｓ３を除いて計算）

統制

条件

C0000　・

　　　　　｜

C0225

　　　　　/

C0450

　　　　/

C0675
C0900

　　　　.-W-　￥

C1125、｀゛

　、｀　｀4　.

C1350
　　　　＼

C1575　X

偏向量 0.03 -0.74 0.且 1.03 0.26 ∧　-0.24 -0.46" -0.05

実験

条件

L0000　/ L0225　　’

　　　　　/

L0450　　.

　　　　/

L0675

　　　　-.j-

L0900　　/
　　　　ぺ－

L1.125こ∧
　　　ペブ

L1350 χ L1575　χ

偏向量 -1.64 -4.57 -4.35 -1.59 ,-0.93　・ -3.90 -4.07 -2.89

錯視量 1.67 3.83 4.46 2.62 1.19、. 3.66、 3.74" 2.84

乙検定 乙=7.41　** 4=9.31　** t=8.65　** ぴ=9.43　*＊≪=4.33　** 糾10.33** 乙＝7.821）*＊≪=6.43　**

統制

条件

C1800　1 C2025　/ C2250　z C2475　. C2700　　.、
　｀　　.〃〃-

C2925、 C3150、

　　　　　　＼

C3375　ヽ

　　　　　　χ

偏向量 -0.25 -0.03 0.70 0.49 -0.37 -0.58 -0.04 0.28

実験

条件

L1800　/ L2025 / L2250 / L2475＿＿ L2700
　　　・ぺ

L2925 、 :
くづχ

L3150 ・
N
L3375　｀卜

偏向量 -1.74 -3.14 -I.42 -1.31 -1.28" -3.70 . -3.49 -2.31

錯視量 1.50 3.且 2.13 1.80 0.86" 3j2二 3.44 2.60

乙検定 i=5.85　** 乙=10.48** i=6.00　＊＊ ≪=5.16　** i=4.89" ** t=6.63 ，** i=5.71　** 乙=10.39**

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*p<.05　　**p＜.01

いであるが，垂直水平方向になるにつれて主線の被彩管匪が急減す芯のであろう．

　ツェルナー(Zollner)錯視(Figure 1,B参照）も，図形を斜め方向に傾けた方が錯視量が大き

いという異方性を示す角度錯視である（盛永, 1933; Oyama, 1975). Oyama (1977)は，方向検

出器の同調曲線の幅が，斜め方向においては広く，垂直水平方向においては狭いと仮定すれば，こ

のような角度錯視の異方性を説明できると考えた．序で述べたように，角度錯視は角度をなす二本

の線分にそれぞれ応答する方向検出器間の側抑制により生起ずると考えちれるので, Oyamaの仮

定に従うと，角度を構成する一方の線分が垂直方向が水平方向にあI芯場合は，側抑制を及ぼす範囲
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が狭いので他方の線分に小さな方向変位を生起させ，斜め方向にある場合は，側抑制を及ぼす範囲

が広いので他方の線分に大きな方向変位を生起させることになる．側抑制は相互的なので↓逆に，

角度を構成する一方の線分が垂直方向か水平方向にある場合は，側抑制を受ける範囲が狭いので他

方の線分から小さな方向変位を生起させられ，斜め方向にある場合は，側抑制を受ける範囲が広い

ので他方の線分から大きな方向変位を生起させられることになる．前者を本論で仮定した副線の影

響性に対応させ，後者を本論で仮定した主線の被影響性に対応させる＼と，主線や副線が斜め459方

向にある時に，錯視量が最大になることがわかる．　　　　　　　　　　　　　　犬＼　上

上記の考えを単純に適用すると, Figure 4とFigure 5の9Q°周期のエビングハウス角度錯班の異

方性において，副線が垂直水平方向の時にも最小値が得られても不思議ではないのに，最小値が得

られているのは，全て主線が垂直水平方向にある場合ばかりである．したがって，上記の考えを少

し修正する必要がある．方向検出器の同調曲線の幅は，興奮部分の幅と抑制部分め幅よりなり，側

抑制を受けて方向変位を生起させられるのは，興奮部分の山の一部がけずられ，中心が変位するか

らである(Blakemore et al., 1970).この興奮部分の幅が広い場合は大きな方向変位を生起させ

られ，狭い場合は小さな方向変位を生起させられることになる．七たがって，同調曲線の幅を構成

する興奮部分の幅の割合が，垂直水平方向ほど小さくなるとの仮定を付け加えれば，垂直水平方向

の線分は，より一層側抑制を受けにくくなり，より小さな方向変位を生起させられると考えられる．

この考えを本論の主線の被影響性に対応させると，90°周期のエビングハウス角度錯視の異方性に

おいて，主線が垂直水平方向にある場合に，全ての最小値が得られたことが説明できる．＼

　本論は，エビングハウス角度錯視における主線あるいは副線の垂直水平方向との関係が,=なぜこ

の錯視に異方性を生起させるのかを実験的に検討するために，主線の被影響性と副線の影響性を独

立に分析できるように実験計画した．その結果，主線の被影響性も副線の影響性も，斜め45°方向

にあるときに大きく，垂直水平方向にあるときに小さくなり，また，斜め45°方向において=は，主

線の被影響性と副線の影響性は同じぐらいであるが，垂直水平方向になるにつれて主線の被影響性

が急減して，エビングハウス角度錯視の異方性を生起させることがわかった．
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